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人的資本経営に資する、人材強化の方法とは

ソフトスキルが重要な3つの理由

2023年4月27日
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本日のアジェンダ

１．人材育成を取り巻く環境の変化

２．人材育成の方法論

３．ソフトスキルが重要な３つの理由

４．ソフトスキルの育成方法
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本日のゴール

人的資本経営において、人材育成が重要であることを

再認識いただき、人材育成のヒントを得ていただく
１

その中でもソフトスキル育成の重要性をご理解いただき

育成方法のヒントを得ていただく
２
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スピーカープロフィール

しゅどう ひろなり

首藤 啓成
株式会社EdWorks 代表取締役社長

■略歴

早稲田大学政治経済学部在学中から大手学習塾2社で中学・高校受

験の生徒を500人以上指導。卒業後、東日本電信電話株式会社

（NTT東日本）に入社し、秋田支店勤務を経て、経営企画、アライ

アンス等を担当。2014年より外資系SaaS企業にて事業開発を担当。

50社以上の企業とのパートナーシップを立ち上げ、マネージャーと

して育成・指導にも係る。2,000人以上のビジネスパーソンと協働

した経験からソフトスキルの重要性を認識し、ソフトスキルに特化

した人材教育サービスを提供する株式会社EdWorksを設立。
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人材育成を取り巻く環境の変化

Chapter 1



© 2023 EdWorks Corporation

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

1
9
7
0

1
9
7
4

1
9
7
8

1
9
8
2

1
9
8
6

1
9
9
0

1
9
9
4

1
9
9
8

2
0
0
2

2
0
0
6

2
0
1
0

2
0
1
4

2
0
1
8

2
0
2
2

2
0
2
6

2
0
3
0

2
0
3
4

2
0
3
8

2
0
4
2

2
0
4
6

2
0
5
0

2
0
5
4

2
0
5
8

2
0
6
2

2
0
6
6

2
0
7
0

x 
1
0
0
0
0

労働人口と労働時間の減少

資料：国立社会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口（令和5年）
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資料出所 厚生労働省「毎月勤労統計調査」

平成元年から2割
減少

単位：万人

毎年50万人
減少

労働力人口は減少の一途 労働時間も減少の一途

2056年に1億人割れ
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労働生産性の低迷
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資料：公益財団法人 日本生産性本部 労働生産性の国際比較2021より作成

日本の生産性は米国の55％、イタリアや韓国より低い

▲45%

単位：USドル（購買力平価換算）
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生産性の向上が喫緊の課題

就業者数 労働時間

低減は不可避 コントロール可能

生産性

長期的な人・時間の低減は不可避。競争力強化のため、コントロール可能な生産性が着
目されている。
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生産性向上の柱として人的資本への関心が増加

草創期

⚫ 1954年 ウィリアム・アーサー・ルイスが論文で「人的資本」という用語を使用

⚫ 1964年 ゲーリー・S・ベッカー『人的資本』を著す

近年

⚫ 2011年 ISO/TC 260で人的資本領域での測定基準の開発をスタート（現在、ISO 30414等を公表）

⚫ 2020年8月 米国証券取引委員会が人的資本に関する情報公開の基準を公表

⚫ 2020年9月 「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究会報告書」

（人材版伊藤レポート）の公表

⚫ 2021年11月 新しい資本主義の実現会議の緊急提言で人的資本への投資強化が提言

⚫ 2022年8月 内閣官房「人的資本可視化指針」を公開

「人的資本」は70年前からある言葉だが、近年財務・人事領域で注目を集める
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日本における人材投資

（出典）内閣官房 新しい資本主義実現本部事務局

しかし、日本の人材投資の相対額は他国と比して低く、さらに年々下がってきている
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人への投資を「新しい資本主義」の第一の柱に

2022年6月8日 日本経済新聞 朝刊

2023年2月17日 日本経済新聞 朝刊

2023年2月28日 日本経済新聞 朝刊

その中、政府としても人への投資を後押しする姿勢を明確化している
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人材育成の方法論

Chapter 2
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人材育成の方法論

How
どのように

What
何を

Whom
誰に

OJT（仕事を通して） Off JT（研修で）

ハードスキル
（プログラミング、英語等）

ソフトスキル
（コミュニケーション力等）

新入社員 若手社員 中堅社員 管理職

人材育成はHow、Whom、Whatでわけられる
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How：どのように

OJT

それぞれの特徴を踏まえ、OJTとOff JTを組み合わせることが重要

Off JT

⚫ 実務に即した内容を学べる
⚫ 職場内のコミュニケーション

が活性化される

メリット デメリット

⚫ 現場業務の負担要因となる
⚫ 新たな視点が提供されにくい
⚫ 実務を通して身に着けにくい

スキルがある

⚫ 現場上司・メンターに負荷が
かからない

⚫ 新たなスキルを体系立てて学
べる

⚫ 外部への費用が発生する
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OJT負担の軽減

管理職のプレイングマネージャー化によりOJT負担が増大しているため、Off-JTを上手
に活用する必要がある

3.3%

4.3%

13.0%

11.7%

8.1%

14.5%

12.0%
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9.8%

7.1%

0.5%
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91~100%

81~90%

71~80%

61~70%

51~60%

41~50%

31~40%

21~30%

11~20%

1~10%

0%

資料：産業能率大学 総合研究所「上場企業の課長に関する実態調査（2021年）」より作成

課長のプレイヤーとしての仕事の割合

99.5%が

プレイングマネージャー

40.4％が

プレイヤー業務
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Whom：誰に

パフォーマンスに差が出てくる若手・中堅社員への人的投資が効果的

パフォーマンス

経験年数

Aさん

Bさん

支援後の成長曲線

元々の成長曲線

支援後の成長曲線

元々の成長曲線

研修支援を実施

成長曲線の変化イメージ

新人 若手・中堅 管理職
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What：何を

ハードスキル

ソフトスキル

IT、経理等などのテクニカルなスキル

■特徴

⚫ スキルの測定が比較的容易で資格等が整備されている

⚫ 学び直しの素材、場所、インセンティブを付与することで自学可能

コミュニケーション力、問題解決力などベースとなるスキル

■特徴

⚫ スキルの測定が困難で仕事を通じて経験を積むとされている

⚫ 学び直しの素材、場所等は選択肢が少なく、自学が難しい

ハードスキルとソフトスキルではスキル獲得方法が全く異なる
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ソフトスキルが重要な３つの理由

Chapter 3
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どちらが中期的にパフォーマンスの期待値が高いか

Aさん 入社3年目

エンジニアとして高ス
キルを保有しているが、
コミュニケーション力、
問題解決力が低い

Bさん 入社3年目

営業職は未経験だが、
コミュニケーション
力・問題解決力が高い

ハードスキル優位の人と、ソフトスキル優位の人で考えてみる
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ソフトスキルが重要である３つの理由

ハードスキルにレバレッジをかけられる１

時代の変化を超えて活用できる２

階層・職種を超えて活用できる３
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理由① ハードスキルにレバレッジをかけられる

ハード
スキル

ソフト
スキル

営業 経理
マーケ

ティング

Etc.
職種別
スキル

問題解決力

コミュニケーション力

チーム力

セルフマネジメント力

ビジネスリテラシー力

ソフトスキルを強化することで、ハードスキルが活きてくる
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ハードスキルとソフトスキルの関係性

アプリケーション

パソコン

インストールできるアプリケーションは
OS・端末のスペックに依存するのと同
様、ハードスキルを“どう活用するか”で
パフォーマンスが異なる

OS・端末が高スペックであれば、どん
なアプリケーションもインストール可能
なのと同様に、ソフトスキル次第で
パフォーマンスが大きく変動する

ハードスキル

ソフトスキル

メタファー 説明

例
１

車

ドライバー

どんなに高性能な車、たとえフェラーリ
であっても、運転する人に依存する

どんなにいい車であってもペーパードラ
イバーであれば性能を引き出せない

ハードスキル

ソフトスキル

例
２
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参考：海外における研究結果

75%

25%

Soft Skills Hard Skills

Fortune 500 CEOへのスタンフォード、
カーネギーメロン財団の調査によると、長
期的な仕事の成果は75%がソフトスキルに
よってもたらされていると報告。

出所：Levasseur, Robert E. (2013). "People Skills: Developing Soft Skills 

— a Change Management Perspective"

85%

15%

Soft skills Technical Skills

ハーバード大学による報告によると、
職場における成功の85％はソフトス
キルによるもので、テクニカルスキ
ルは15％にしか過ぎない

12%

w/o soft skills
training

with soft skills
training

出所：World Journal of Advanced Research and Reviews, 2019, 03(02), 066072

ボストン大学、ミシガン大学ロスの
調査でソフトスキルのトレーニング
を受けた従業員は受けていない従業
員に比べて12％生産性が高かった
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理由② 時代の変化を超えて活用できる

変
化
の
速
さ

早い

遅い

ハードスキル

ソフトスキル

ChatGPTの登場によりハードスキルがAIに
よって代替される未来も現実味を帯びてきた。

技術の潮流の変化に関わらず、活用が可能。AI技術の発達により、ソフトスキルの重要
性が増していく。

人間にしかできない仕事として再度脚光を浴
びる可能性が高い。時代を超えて不変。
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理由③ 階層・職種を超えて活用できる

汎
用
性
の
高
さ

高い

低い

ソフトスキル

ハードスキル

一般社員からマネジメント層への昇進や部門・チームの異動を行っても活用ができるス
キルはソフトスキル

どのチームでもそのまま活用が可能。マネジメ
ント層になればより重視されるスキル。

部門異動によっては活用範囲が狭まり、昇進す
れば直接活用できるケースが減る。



© 2023 EdWorks Corporation

お客様における事例

事例１

問題 原因

お客様との要件定義を終え、システムを
製造し、テスト経てリリースしたものの、
お客様社内からの評判が良くない。プロ
ジェクト後、お客様から「もっと提案を
してもらいたかった」とフィードバック
を受けた。

お客様がシステムを導入する目的から
（時にはお客様の気づいていない）課題
を特定し、専門家の立場から適切なソ
リューションを提案する「問題解決力」
が不足していたため起きた。

事例２

難易度の高いプロジェクトのため、技術
力の高いメンバーをアサインしたが、お
客様から「上から目線で説明がわかりに
くい」と対応への不満が噴出し担当変更
を求められた。

お客様の理解度に合わせた適切な説明と
印象を左右する非言語コミュニケーショ
ンに難点があった。「コミュニケーショ
ン力」が不足していたため起きた。
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参考｜海外でもハードスキルからソフトスキルに焦点が変化

出所：Forbes
https://www.forbes.com/sites/nelldebevoise/2023/04/04/w
hy-soft-skills-are-all-that-matter-and-what-to-do-about-it/

出所：ITPro Today
https://www.itprotoday.com/career-development/what-it-
soft-skills-tech-talent-scouts-look-job-candidates/

出所：Harvard Business Review
https://hbr.org/2023/02/5-essential-soft-skills-to-develop-
in-any-job/

出所：日経産業新聞（2023年1月27日）
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まとめ：ソフトスキルが長期的観点で育成すべきスキル

ハ
ー
ド
ス
キ
ル

ソフトスキル

高い

高い低い

スペシャリスト

新人

ハイパフォーマー
プロフェッショナル

ゼネラリスト

これまで焦点が当たっていなかったソフトスキルを磨くことで、高い成果を上げられる
人材に変化することができる

弊社が支援可能な箇所
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ソフトスキルの育成方法

Chapter 4
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ソフトスキル育成の難題

ハードスキル ソフトスキル

育成方法
資格が整備されており、e-Learningや
教材等が豊富に存在。

ソフトスキルに絞った教材は皆無に等
しく、座学だけでの習得は困難。

育成期間
ハードスキルによって異なるが、短期
集中で取得することも可能。

短期集中で習得するのは困難。業務で
活用して初めて身に着けることが可能。

スキルの測定方法
資格の受験などペーパーテストで測定
が可能。

客観的な点数付けが困難。ペーパーテ
ストで測れるスキルはほとんどない。

ソフトスキルはハードスキルと比べて育成を行うのが難しい
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理想的な育成計画方法

ジョブレベル

ごとのスキル

セット設定

ジョブレベル

に応じた育成

計画立案

研修

実務活用
到達レベ

ル確認

レベルごとのスキル目標を設定した上で育成計画を立て、研修と実務を行き来できる体制を構
築することが望ましい
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ジョブレベルごとのスキル設定例

ジョブレベル

中堅

若手

問題解決力 コミュニケーション力 チーム力 セルフマネジメント力 ビジネスリテラシー

判断力

問題解決

発想力

ロジカルシンキング

交渉 ファシリテーション 会計・財務リテラシー

根回し・調整
法務リテラシー

伝える力

受け取る力

非言語コミュニケ―
ション

時間・タスク管理

自己理解

リーダーシップ

情報収集

ITリテラシー

企業によりジョブレベルで求められるスキルが異なるため、設計時には各職種ごとの特性を踏
まえる必要がある
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ソフトスキルの分類

問題解決力

コミュニケーション力

チーム力

セルフマネジメント力

ビジネスリテラシー

ビジネスにおける課題を設定・特定し、ロジカルに適切
な解決策を立案、スピード感をもって実行できる能力

他者と円滑にビジネスを行うために適切に伝え、適切に
受け取り、共通の利益を見出す能力

組織・チームを適切に動かし目標を達成させる能力

タスクを適切に管理、処理し、自らをモチベートさせら
れる能力

専門外の事象であっても適切に処理し、必要に応じて専
門家に協力を依頼できる能力

EdWorksではソフトスキルを5つのカテゴリに分類
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スキルの分解

問題解決力 コミュニケーション力 チーム力

セルフマネジメント力

ビジネスリテラシー

ロジカルシンキング

問題解決

PDCA

問題発見

問題解決

定量分析

実行力

決断力

発想力

受け取る力

伝える力

説明力

プレゼン力

非言語コミュニケーション力

文章力

ファシリテーション力

根回し・調整力

リーダーシップ力

交渉力

時間・タスク管理力

自己理解力

情報収集力

ビジネス法務力

図式化力

会計・財務基礎力

ITリテラシー

質問力

ver202303
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実際のスキル不足の事例（１）

0

1

2

3

4

5

問題解決力

コミュニケーション

力

チーム力
セルフマネジメント

力

ビジネスリテラシー

問題解決力が足りないＡさんのケース
Aさんはチーム内で中心的な人物。コミュニケーションも円
滑で、任された仕事は期限内に仕上げようとする。

0

1

2

3

4

5

問題解決力

コミュニケーション

力

チーム力
セルフマネジメント

力

ビジネスリテラシー

コミュニケーション力が足りないBさんのケース
Bさんは信頼のおける社員。どんなに難しい課題でも難なく
こなしていくため非常に頼りにされている。

しかし、いつもポイントがずれている。難しい課題を与え
ると一人では解決できず、周りの手助けが必要な状況だ。

しかし、社外や他部署からの評判がよくない。説明が不足
していたり、人当たりがよくないため、一緒に仕事をする
ことを敬遠されがちである。
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実際のスキル不足の事例（２）

チーム力が足りないCさんのケース
Cさんは将来を期待されている人物。難題も見事に切り抜け
社内外の信頼も厚い。

セルフマネジメント力が足りないDさんのケース
Dさんは難しいプロジェクトでも利害関係者を巻き込み推
進できる貴重な人物。常にトップクラスの実績を出す。

0

1

2

3

4

5

問題解決力

コミュニケーション

力

チーム力
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しかし、大きなプロジェクトやステークホルダーが増える
と思うように仕事が進まず苦労している。メンバーから
リーダークラスになるにはあと一歩というところである。

しかし、社内外からの評判は決して良くない。依頼された
仕事を期限内に終えられなかったり、ミスも多いためであ
る。もっと評価されて良いはずなのにと思う人である。
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EdWorks５つの特長

弊社は研修企業ではなく行動変容の結果にコミットするトレーニング企業です

受講生へコーチングも組み合わせ、トレーニング内容の定着化を行います１

上長・メンターへトレーニング内容をフィードバックし、上長・メンターと連携して育成を
行います２

短時間トレーニングを毎週繰り返す反復学習を行うことで、業務負荷軽減と学習内容の定着
化を行います３

トレーニング受講前と後に上長・メンターと連携し、受講者のスキル評価を実施、成長度合
いを可視化します４

成果に直結し、汎用的に使えるソフトスキルのトレーニングに専門特化しています５
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EdWorksが提供する育成プログラム概要

測定

研修

実務

コーチング

スキルの状況を測定

お客様と相談したカリキュラムを提供

業務で活用、上司の関与

業務での活用状況を聞き、未達成部分のコーチング

研修、実務、コーチングのサイクルを繰り返すことで、研修を“やりっぱなし”にせず、実務で
活かせるレベルにすることを目標とします

研修転移
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参考：IT企業でのカリキュラム例

No カテゴリ 内容 目安時間（分） オンサイト 日程
トレーニー
（受講者）

マネージャー 人事担当
トレーナー
（EdWorks）

1 事前準備 課題・業務内容ヒアリング 30 ▲ ▲ ●

2 事前準備 カリキュラム作成 60 ●

3 事前準備 カリキュラム作成チェック 30 ● ●

4 事前準備 受講者プロフィール提出 15 ● ●

5 研修前準備 マネージャー向け説明会 30 ▲ ●

6 研修前準備 事前測定・目標設定・提出 60 ● ● ▲

7 研修前準備 マネージャー面談 30 ● ● ●

8 研修前準備 トレーニー向けカリキュラム説明 60 ● 1週目 ▲ ●

9 研修前準備 テスト（Case問題、前提知識チェック） 30 ● ▲

10 個別面談 個別面談 30 ● ●

11 研修 ロジカルシンキング 60 2週目 ▲ ●

12 研修 PDCA／問題発見 60 3週目 ▲ ●

13 研修 問題解決 60 4週目 ▲ ●

14 研修 定量分析／実行力／発想力 60 5週目 ▲ ●

15 研修 判断力（インバスケット） 60 6週目 ▲ ●

16 個別面談 個別面談 30 ● ●

17 研修 伝える力／プレゼン力 60 7週目 ▲ ●

18 研修 伝える力／プレゼン力（続き）／図式化力 60 8週目 ▲ ●

19 研修 文章力／非言語コミュニケーション 60 9週目 ▲ ●

20 研修 受け取る力／交渉力 60 10週目 ▲ ●

21 研修 交渉力 60 11週目 ▲ ●

22 個別面談 個別面談 30 ● ●

23 研修 調整力／根回し／リーダーシップ 60 12週目 ▲ ●

24 研修 時間・タスク管理力／自己理解力 60 13週目 ▲ ●

25 研修後測定 事後・測定・提出 30 ▲ ▲ ▲ ●

26 研修後測定 トレイニーインタビュー 30 ▲ ●

27 研修後測定 マネージャー面談 30 ▲ ●
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参考：ソフトスキルの評価シート抜粋
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さいごに

EdWorksではソフトスキルの育成に関する無料相談も承っております。

ソフトスキルの強化支援により、企業の人的資本の強化につながるようご支援を続けてまいります。

最後までご視聴頂きましてありがとうございました。

株式会社EdWorks

東京都新宿区西新宿３－３－１３ 西新宿水間ビル６階

カスタマーサポート担当

Mail: info@ed-works.co.jp
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